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                植物生物学の１２の原則

1. 植物は、微生物や動物と同じ生物学的プロセスで成り立っています。しかしながら、植物には
異なる化学分子と太陽光由来のエネルギーを成長に利用できるという特徴があります。この光
合成という過程は、世界の食糧とエネルギーの供給源です。

2. 植物はある種の無機元素を成長に必要とし、生物圏におけるこれらの栄養素の循環に必須
な役割を担っています。

3. 陸上植物は、海洋に生息した藻類様の祖先から進化しました。植物は、大気への酸素や
オゾンの供給などを通じ、生命の進化に影響を及ぼしてきました。

4. 顕花植物は有性生殖をし、種子をつけます。繁殖は、また無性生殖によってもおこります。

5. 植物は動物や多くの微生物と同様に、呼吸し、成長と繁殖のためにエネルギーを利用します。

6. 細胞壁は植物の構造支持体であり、ヒト、昆虫、鳥類そして多くの他の生物に繊維や建築材
料として利用されます。

7. 植物は単細胞生物から巨木に至るまで、その大きさやかたちに多様性を示します。

8. 植物は、繊維や薬品、そして日常使用する無数の重要な製品の主要な供給源です。

9. 植物は、動物と同様、微生物を原因とする感染症により傷害や死にさらされています。
植物は、特有の方法で害虫や病気から自己を防衛します。

10. 水は、植物の細胞や器官に存在する主要な分子です。植物の構造、発達、成長に必要不可欠
であるだけではなく、水は有機分子や塩の内部循環にも重要です。

11. 植物の生長と発達はホルモンによって制御されており、光や重力、接触刺激、環境ストレス
等の外部シグナルに影響されます。

12. 植物は、様々な環境に成育し、順応します。植物は、生態系において、鳥類や有益な昆虫、他
の野生生物に多様な生息環境をもたらします。

 
  

この本は植物から作られています。使い終わったらリサイクルしましょう。
 

発行：アメリカ植物生物学会 http://www.asbp.org
他の無料プログラムについては、 http://www.aspb.org/education をご覧ください。
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